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広報とみおか　（2）（3）　広報とみおか

希望の光へ向けて歩き出す
平成30年富岡町成人式

　平成30年富岡町成人式を１月７日、文化交流センター「学びの森」で開催
しました。
　震災から間もなく７年。新成人128人のうち98人が古里に集い、家族らが
見守る中、輝かしい未来への一歩を踏み出しました。

　

本
日
、
成
人
式
を
迎
え
た
私
た

ち
の
門
出
に
際
し
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

宮
本
町
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓

の
皆
様
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
、
新
成
人

を
代
表
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
先
生
方
を

は
じ
め
、
私
た
ち
の
成
長
を
温
か

く
見
守
り
、
育
て
、
ご
指
導
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

予
期
せ
ぬ
東
日
本
大
震
災
及
び

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

私
た
ち
は
突
然
離
れ
ば
な
れ
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
な
環

境
で
得
た
友
人
や
恩
師
の
も
と
、

あ
の
頃
よ
り
大
人
へ
と
成
長
し
た

仲
間
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
成
人

式
で
あ
る
今
日
を
地
元
富
岡
町
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
富
岡
町

復
興
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
は
や
７
年
の
月
日

が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時

私
た
ち
は
中
学
一
年
生
で
、
ち
ょ

う
ど
卒
業
式
の
日
に
震
災
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

あ
の
日
か
ら
私
た
ち
は
、
富
岡

町
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
生
活

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
友
人

と
、
別
れ
の
言
葉
も
言
え
な
い
ま

ま
離
れ
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
悲

し
く
心
細
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
慣
れ
な
い
場
所
で
の
生

活
は
大
変
で
、
こ
れ
か
ら
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
で
し
た

が
、
新
し
い
友
人
や
自
分
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
多
く
の

こ
と
を
学
べ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
ま
で
支
え
て
き
て
く

れ
た
家
族
、
い
つ
も
私
た
ち
を
気

に
か
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た

恩
師
、
共
に
励
ま
し
あ
っ
た
友
が

い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
先
日
、
７
年
間
で
様
々

な
経
験
を
し
、
成
長
し
た
姿
で
再

び
富
岡
の
地
で
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
同
級
生
は
あ
の
頃
と

変
わ
ら
ず
、
懐
か
し
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
楽

　

大
人
と
し
て
の
責
任
を
理
解
し

て
い
て
も
、
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
ま
た
大
き
な
壁
が
立
ち
は

だ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
常

に
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
、
ま
た

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が

誓
い
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

し
か
っ
た
こ
と
や
苦
し
か
っ
た
こ

と
、
特
に
家
族
と
の
思
い
出
が
た

く
さ
ん
あ
る
富
岡
町
。
改
め
て
富

岡
町
が
自
分
の
故
郷
だ
と
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
で
ま
た
困
難
な
出
来

事
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
大
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
人

と
の
助
け
合
い
を
大
切
に
し
て
乗

り
越
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

20
年
間
私
た
ち
を
支
え
、
育
て
て

く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
度
は
自
分
が

感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
へ
貢
献
で
き
る
人
材
に

成
人
式
を
迎
え
て

新成人代表で
「誓いの言葉」を述べた
瀬谷諒太さん

富岡第二中学校出身者 富岡第一中学校出身者

新成人代表で
成人証書を授与された
根本想さん



鈴木好海さん（中央）とご両親
　「正直どのぐらい集まるか不安でした
が、こんなにたくさん参加して、やっぱ
り子どもたちは富岡が恋しいんだと思い
ます」（コメントは父の博英さん）

永井りこさん（左）と鈴木倫理子さん
　「みんなと会えたのがすごく嬉しい
し、ここまで育ててくれた両親には感
謝の気持ちで いっぱいです」

　左から、横田瑞穂さん、秋元菜々美さん
松本五月さん、菊地真帆さん、菊地志保さん
　「帰町後、初めての成人式が私たちの代
というのがとても嬉しいです。みんなで
この場所に集まれることに大きな意味が
ある半面、（交通の面などで）富岡だから　
来られないという子もいるのが残念です」

青山和真さん（左）と遠藤睦さん
　「町の避難指示が早く全域解除となり、
富岡で同窓会などができるようになれば
いいと思います」

晴れやかな　  二十歳の門出

　表紙並びに４ページ・５ページに掲
載した写真を差し上げます。ご応募い
ただけるのはご家族またはご本人のみ
で、インターネット上のファイル送信
サービスによるデータでのご提供とさ
せていただきます。
　ご希望の方は、次の①〜③を記入のう
え下記までメールでお申し込みください。

①お名前　②電話番号　③写真番号
　なお、応募多数の場合はご提供に時
間がかかる場合がございますので、あ
らかじめご了承くださるようお願いい
たします。

・申し込み先：企画課 広聴広報係
　tom0200-006@tomioka-town.jp

広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか

今までありがとう！育て      てくれた家族に感謝今までありがとう！育て      てくれた家族に感謝今までありがとう！育て      てくれた家族に感謝
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富
岡
町
消
防
団
は
７
年
ぶ
り
と
な
る

出
初
式
を
１
月
14
日
に
行
い
、
今
年
一

年
の
地
域
の
防
火
・
防
災
へ
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
さ
く
ら
モ
ー
ル
と
み

お
か
駐
車
場
に
は
県
内
外
か
ら
78
名
の

団
員
が
出
動
。
統
監
の
宮
本
町
長
ら
が

検
閲
で
団
員
の
団
結
力
や
職
務
規
律
、

服
装
な
ど
を
点
検
し
た
あ
と
、
力
強
い

分
列
行
進
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
町
長
は「
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
、
い
つ
火
災
な
ど
が
発
生
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
消
防
団
組
織
の
強
靭

化
に
努
め
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
町

民
の
期
待
に
こ
た
え
て
ほ
し
い
」と
呼

び
掛
け
、
猪
狩
富
行
団
長
が「
避
難
指

示
の
一
部
解
除
に
よ
り
復
旧
・
復
興
が

加
速
し
、
町
内
居
住
者
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
た
。
見
守
り
隊
の
巡
回
の
際

に
は
町
民
へ
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
た

い
」と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

出
初
式
終
了
後
に
は
火
災
発
生
時
の

対
応
に
備
え
、
富
岡
川
河
川
敷
に
お
い

て
消
防
車
両
５
台
で
の
一
斉
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

広報とみおか　（6）（7）　広報とみおか

富岡町消防団をまとめる猪狩団長 統監式辞を述べる宮本町長

猪狩団長を先頭に分列行進を繰り広げた

新調した制服で式に臨んだラッパ隊宮本町長らが通常点検を実施

消防車両12台が集結引き締まった表情をみせる団員たち

迫力の一斉放水

防
火
防
災
へ
決
意
新
た
に 

　
　
　
　

富
岡
町
消
防
団
出
初
式



広報とみおか　（8）（9）　広報とみおか

　
平
成
29
年
分「
確
定
申
告
の

相
談
」を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

平成29年分 確定申告の相談について
申告期間：平成30年２月15日（木）〜 ３月15日（木）

・
確
定
申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

に
つ
い
て
は
、
富
岡
町
の
相
談

会
場
の
ほ
か
、
全
国
の
税
務
署

で
開
催
し
て
い
る
相
談
会
場
で

も
可
能
で
す
。

・
申
告
期
間
中
に
町
指
定
の
会
場

に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
で
申
告
受
け
付
け
が

可
能
で
す
。
相
談
会
場
等
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

・
申
告
相
談
は
指
定
日
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
開
催
中
の
相
談
会
場
以

外
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
３
月
15
日
以
降
は
申
告
期
間

外
と
な
り
、
町
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
い
わ
き
地
区
多
目
的
集
会
施
設
で

の
申
告
相
談
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
本

町
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。
な
お

年
金
収
入
額
が
400
万
円
以
下
で
、

他
の
所
得
が
20
万
円
未
満
で
あ
れ

ば
所
得
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要

と
な
り
ま
す（
住
民
税
の
み
の
申

告
で
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
課
税
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

・
給
与
、
年
金
等
の
収
入
が
あ
り
、

年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
等
の
事

業
収
入
が
あ
っ
た
方

・
一
時
所
得（
生
命
保
険
の
満
期

返
戻
金
な
ど
）、
配
当
所
得（
株

式
の
配
当
な
ど
）が
あ
っ
た
方

・
東
京
電
力
の
賠
償
金（
就
労
不
能

損
害
、
営
業
損
害
、
農
業
損
害
、

不
動
産
損
害
）を
受
領
し
た
方

▼
必
ず
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

（
申
告
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま

た
は
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

と
運
転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
）

・
扶
養
を
と
る
場
合
は
、
扶
養
親

族
の
個
人
番
号
が
わ
か
る
書
類

・
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ（
税
務
署

か
ら「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
方
の
み
）

▼
収
入
に
関
す
る
も
の

①
給
与
及
び
年
金
収
入

　

源
泉
徴
収
票
、
東
京
電
力
か
ら

の
就
労
不
能
分
の
金
額
及
び
合

意
し
た
日
付
が
わ
か
る
明
細
等

②
農
業
収
入

　

年
間
収
支
計
算
内
訳
書
、
農
作

物
出
荷
証
明
書
等（
東
京
電
力

の
補
償
を
含
む
）

③
不
動
産
収
入

　

年
間
収
支
計
算
内
訳
書
、
支
払
調

書
等（
東
京
電
力
の
補
償
を
含
む
）

④
営
業
収
入

　

年
間
収
支
計
算
内
訳
書
等（
東

京
電
力
の
補
償
を
含
む
）

⑤
譲
渡
所
得

　

売
買
契
約
書
の
写
し
、
領
収
書
等

※
農
業
、
不
動
産
、
営
業
な
ど
は
、

支
払
っ
た
領
収
書
が
経
費
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
控
除
に
関
す
る
も
の

①
社
会
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
等
の
支
払
証
明
書

②
生
命
保
険
料

　

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
介
護
医
療
保
険
料
の
支
払

証
明
書

③
地
震
保
険
料

　

地
震
保
険
料
、
長
期
火
災
保
険

料
の
支
払
証
明
書

④
医
療
費
控
除

　

１
年
間
で
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書

⑤
住
宅
借
入
金
特
別
控
除（
平
成

29
年
中
に
住
宅
を
購
入
し
入
居

さ
れ
て
い
る
方
）

　

源
泉
徴
収
票（
給
与
、
年
金
所

得
者
の
場
合
）、
家
屋
の
登
記

簿
謄（
抄
）本
、
住
民
票
の
写
し
、

工
事
請
負
契
約
書
又
は
家
屋
の

売
買
契
約
書
の
写
し
、
建
築
確

認
通
知
書
又
は
検
査
済
証
の
写

し（
増
改
築
等
の
場
合
）、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書
、
公
共
料
金

領
収
書
の
写
し（
入
居
月
及
び

12
月
分
）、
代
替
取
得
の
際
は

固
定
資
産
税
記
載
事
項
証
明
書

※
平
成
28
年
以
前
に
購
入
し
、
継

続
で
住
宅
借
入
金
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
税
務
署
か
ら
届

く
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
粉
失

さ
れ
た
場
合
は
税
務
署
で
交
付

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
馬
税
務
署

　

☎
０
２
４
４
–
３
６
–
３
１
１
１

▼
そ
の
他

・
東
京
電
力
の
賠
償
に
つ
い
て
課

税
と
な
る
も
の

①
就
労
不
能
等
に
伴
う
損
害（
休

業
補
償
）→
対
価
性
が
無
い
た

め
一
時
所
得
に
該
当
。

②
営
業
損
害
→
事
業
所
得
の
収
入

　

金
額
と
な
る
た
め
、
通
常
通
り

必
要
経
費
を
控
除
し
て
所
得
が

発
生
す
れ
ば
課
税
。

③
検
査
費
用
→
業
務
用
資
産
等
に

対
す
る
も
の
は
収
入
金
額
と
な

り
ま
す
が
、
追
加
的
費
用（
必

要
経
費
）と
相
殺
。

④
財
物
価
値
の
減
少
等
→
棚
卸
資

産
に
対
す
る
も
の
は
事
業
所
得

の
収
入
金
額
と
な
り
ま
す
が
、

必
要
経
費
を
控
除
し
所
得
が
発

生
す
れ
ば
課
税
。

※
農
業
、
不
動
産
、
営
業
な
ど
賠

償
金
の
支
払
い
を
受
け
た
明
細

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
所
得
税
の
口
座
振
替
納

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
金
融
機

関
名
、
口
座
番
号
、
届
出
印
鑑
）

②
還
付
金
振
り
込
み
先
の
申
告
者

名
義
の
金
融
機
関
及
び
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の（
還
付
に
な

　

る
方
の
み
）

平
成
24
年
か
ら
平
成
28
年
分

の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
か
ら
平
成
28
年
分
の

所
得
税
確
定
申
告
の
、
町
で
の
受
け

付
け
期
間
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
期
間
の
申
告
に
つ
き
ま
し
て

は
最
寄
り
の
税
務
署
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
次
に
該
当
す
る
申

告
は
相
談
会
場
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
青
色
申
告　

・
贈
与
税

・
消
費
税（
簡
易
申
告
を
除
く
）

・
相
続
税

重
要
な
お
知
ら
せ

①
新
た
な
営
業
損
害
賠
償
と
し
て　

一
括
で
支
払
い
を
受
け
る
営
業

損
害（
将
来
分
）に
対
す
る
賠
償

金
に
つ
い
て
は
、
精
算
の
対
象

期
間（
5
年
＝
60
月
）中
の
経
過

に
応
じ
、
精
算
の
対
象
期
間
中

の
各
年
分
収
入
の
営
業
所
得
と

し
て
算
入
し
ま
す
。
昨
年
申
告

さ
れ
た
方
は
申
告
書
の
控
え
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
昨
年
分
の
申
告
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
提
示
が
義
務
付
け
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
申
告
書
作
成
に
使
用
す
る
源
泉

徴
収
票
は
、
原
本
の
添
付
が
義

務
付
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
控

え
が
必
要
な
方
は
、
事
前
に
コ

ピ
ー
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。
原

本
が
な
い
場
合
は
、
勤
務
先
に

再
発
行
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

④
申
告
相
談
の
日
程
及
び
場
所
は

下
記
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月　日 受 付 場 所 月　日 受 付 場 所

２月15日（木） 大玉村営横堀団地
集会所（注）

３月１日（木）

いわき地区
多目的集会施設（注）

　　16日（金）　 　　２日（金）　

　　19日（月） 三春町・サポート
センター平沢（注）

　　５日（月）

　　20日（火） 　　６日（火）

　　21日（水）

富岡町役場郡山支所
２階大会議室

　　７日（水）

　　22日（木） 　　８日（木）

　　23日（金） 　　９日（金）

　　26日（月） 　　12日（月）

富岡町役場　正庁
　　27日（火） 　　13日（火）

時間は各場所とも　9：30〜15：30まで
※一部時間の変更があります（下記参照）

　　14日（水）

　　15日（木）

平成29年分 確定申告相談日程表

注：２月16日の大玉村営横堀団地集会所、２月20日の三春町・サポートセンター平沢、３月９日のいわき地区
多目的集会施設の受付時間は、9：00〜12：00までとなりますのでご注意ください。

問 税務課 課税係 ☎0240－22－2111　

申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

申
告
に
必
要
な
書
類



人と町をつなぐ

使い方ガイド　
　「とみおかアプリ」のダウンロード数が1,000ダウンロードを突破しました！！ご利用いただいております利用者の
皆様に、心より感謝申し上げます。1,000ダウンロード突破を記念して、今回の「とみおかアプリ 使い方ガイド」で
は、昨年４月の「とみおかアプリ誕生」以降、各地で開催してきた操作説明会や交流会などのハイライトをお届けし
ます。懐かしい顔との再開をどうぞお楽しみください！

　４月は交流サロンや応急仮設住宅を中心に県内をまわり、５月には東北、関東各地で説明会を開催し、たくさん
の皆様に足を運んで頂きました。町民の皆様より、継続して開催してほしいとのご要望を頂き、10月にはお茶会と
の合同開催もさせて頂きました。また町民の皆様にお会いできて嬉しかったです。

　タブレット端末やスマートフォンで利用できます。
QR コードを読み込んで、ダウンロードしてお使いく
ださい。

「　　　　　　　」使ってみませんか？

・ダウンロードの方法が分からない
・ 各コンテンツの使い方を知りたい！
　など、疑問に思うことがあれば
　　　下記までお問い合わせください。

とみおかアプリサポートセンター
☎ 0570－051－030 
（平日９：00～18：00）

「　　　　　　　」に関する
お問い合わせ

無料

　次は、2,000ダウンロード突破を目指して、とみおかアプリサポートセンター一同、今後もより良いサービスをご提供で
きるよう、努めていきたいと思います。

11

QRコードを読み取って
ダウンロードページに
アクセスできます。

広報とみおか　（10）（11）　広報とみおか

富岡町公式LINE＠ はじめました！

友だちに追加してね

【友だち追加】 LINEを起動→「友だち追加」→「QRコード」

QRコードリーダーで右のQRコードを読み取ってください。

※「ID検索」からも追加できます。（ID:@mng9683u）

「LINE＠で何ができるの？」
あの件について知りたいけど、ホームページのどこを見ればいいかわからない。
そんな時ありませんか？　とみっぴーが皆さんのお悩みを解決します！

　とみっぴーに質問をする場合
は、メニュー下段の右のパネル
をタップして、とみっぴーに質
問してみましょう！

　LINE＠からも「とみおかアプリ」のダウンロードができるようにな
りました。メニュー上段の真ん中のパネルをタップして、ダウンロー
ドをしてみましょう！



広報とみおか　（12）（13）　広報とみおか

　町は、自然災害時の緊急事態情報や、平常時
のお知らせを円滑にお伝えするため、「アナロ
グ回線」から「デジタル回線」に切り替えた新た
な防災行政無線を整備しました。
　回線の切り替えに伴い、震災前に使用されて
いた戸別受信機は使用できなくなったため、ご
希望の町民の方へ無償でデジタル回線対応の戸
別受信機を貸し出しいたします。

【対象者】
富岡町内に自らが所有する住宅または、貸
家にお住まいの方。

【申請手続き】
町ホームページまたは役場担当窓口に備え
付けの申請書を提出してください。

【注意事項】
①各ご家庭に１台の貸し出しとなります。
②申請された方へ個別にご連絡したのち、

設置業者が訪問して受信機を設置しま
す。

③受信状況によっては、屋外に別途アンテ
ナを設置する場合があります。

④お手元に旧戸別受信機をお持ちの方は、
役場担当窓口へご返却ください。

問 生活環境課 消防交通係

お知らせ お知らせ

お知らせ

家庭用防犯カメラ
設置費用補助

防災行政無線
戸別受信機貸し出し

　町は、犯罪に対する抑止力を高める家庭用防
犯カメラ設置費用を助成します。

【対象者】
富岡町内に自らが所有する住宅または貸家
にお住まいで、住民課住民係へ「町内居住届
出」を提出している方。

【対象経費】
・防犯カメラ本体及び設置工事費
・ 画 像 デ ー タ を 保 存 す る 装 置（ ス マ ー ト

フォン等は対象外）
・カメラ設置の表示に係る費用

【補助金額】
上限５万円まで

【申請手続き】
設置終了後に生活環境課消防交通係へ下記書
類を提出してください。
①交付申請書兼請求書　②税金滞納等、調
査に係る同意書　③防犯カメラのカタログ
④設置場所の写真・見取り図　⑤領収書、
内訳の分かる明細書など
※①②は役場窓口または町ホームページで

取得してください。
問 生活環境課 消防交通係

被災者生活再建支援制度の申請期間延長について
　富岡町で居住していた住宅が、東日本大震災により「全壊・大規模半壊の判定を受けた世帯」及び

「半壊でやむを得ず家屋を解体した世帯」を対象とした「被災者生活再建支援金制度」の基礎支援金と
加算支援金の申請期間が、平成31年４月10日まで延長となりました。
　詳しくは、広報とみおか当月号に同封の案内チラシまたは町ホームページをご覧ください。

問 生活環境課　消防交通係

　平成30年度乳がん・子宮がん検診意向調査票
を、県内の市町村に避難している対象者に送付し
ました。対象の方で書類がお手元に届いていない
方は、健康づくり係までご連絡ください。
　調査票は、受診を希望する・しないにかかわ
らず、必ずご返信ください。受診を希望された
方には、検診の日程に合わせてお知らせを送付
します。

【対象者】
・乳 が ん 検 診：40歳以上
・子宮がん検診：20歳以上

（乳がん検診は２年に１回の受診となります。
平成29年度に受診された方は対象になりませ
んのでご注意ください）
※県外に避難されている方は、委託先の（財）

日本予防医学協会から書類が郵送されます
ので、そちらからお申し込みください。

問 健康福祉課 健康づくり係

　町は、避難により富岡町から離れて暮らす農家
の皆様の現在置かれている状況、営農再開に向け
ての考えや取り組みなどの情報交換の場として、

「農家座談会」を開催します。
　座談会は基本的に行政区単位で行いますが、ご都
合が悪い場合はどの会場でもご参加いただけます。

【スケジュール】

開催日 会　場 対 象 行 政 区

２/17（土） いわき支所 杉内、仲町、高津戸、下千里

2/18（日） いわき支所
上本町、赤木、岩井戸、大菅
夜の森駅前北、夜の森駅前南
新町

２/25（日） いわき支所
新夜ノ森、王塚、小良ヶ浜
深谷、小浜

３/ ３（土） 郡山支所 杉内、仲町、高津戸、下千里

３/ ４（日） 郡山支所

上本町、赤木、岩井戸、本町
中央、大菅、夜の森駅前北
夜の森駅前南、新町、新夜ノ森
王塚

３/10（土） 郡山支所
小良ヶ浜、深谷、小浜、清水
西原、下郡山、上郡、太田
仏浜、毛萱

３/11（日） いわき支所 本町、中央、清水、西原、下郡山

３/17（土） いわき支所 上郡、太田、仏浜、毛萱

※３月17日以外は午前と午後の開催になります。行
政区によって時間が異なりますので、詳しくは
広報当月号に同封のチラシをご覧ください。

問 産業振興課 農林水産係

乳がん・子宮がん検診意向調査 農家座談会を開催

　自動車の登録や検査の手続きは毎年３月に集
中し、窓口や車検場が大変混雑します。
　名義や住所の変更、配車や車検の手続きは２
月に行うなど、できるだけ早めに済ませていた
だくようお願いいたします。

問 東北運輸局福島運輸支局 登録・検査関係
☎050－5540－2015

自動車の登録・
検査手続きはお早目に

町内にホテル、寄宿舎等を
建築される方へ

「富岡町特定用途建築物の
建築に係る手続条例」を制定

　町は、町内の快適な生活環境の確保及び、よ
り良い町づくりを進めるとともに、良好な近隣
関係の形成を促すため「富岡町特定用途建築物
の建設に係る手続条例」を制定しました。
　用途建築物を建築する場合は、事前に基本計
画書の提出や説明会の開催など、一定の手続き
が必要となりますので、町民や建築主の皆様の
ご理解とご協力をお願いします。

【対象建築物】
平成30年８月１日以降に建築確認申請を行う
以下の建築物
・ホテル、旅館、簡易宿所、下宿、寄宿舎、

共同住宅
問 企画課 まちづくり係
復旧課 管理係



広報とみおか　（14）（15）　広報とみおか

１. 平成29年分確定申告にはマイナンバーの記載が必要です。
　税務署に所得税等の確定申告書を提出する都度、マイナンバーの記載と本人確認書類の提
示又は写しを添付していただく必要があります。（昨年マイナンバーを記載して、申告書等
を提出された方についても記載が必要となります。）

【本人確認書類の例】
①マイナンバーカード（番号確認＋身元確認）
②通知カード（番号確認）＋運転免許証または健康保険の被保険者証等（身元確認）
※申告書作成会場においでになる際は、必ず本人確認書類をお持ちください。
※確定申告書を郵送する場合は、忘れずに本人確認書類の写しを添付してください。

２. 確定申告書は、自宅で作成し郵送等で提出することができます。
　国税庁ホームページ（※）の「確定申告書等作成コーナー」にて、所得税、消費税及び
贈与税の確定申告書の作成が可能です。24時間利用でき、自動計算機能があり便利な
ものとなっております。
　作成コーナーで申告書を作成・印刷し、税務署へ郵送等により提出することができ
ます。申告書の計算誤り防止、来署される納税者の皆さまのご負担を軽減できること
から、是非とも国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をお試しください。
　※国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

３. 平成29年分の所得税等の確定申告書作成会場について
　平成29年分の所得税（及び復興特別所得税）、消費税及び贈与税の確定申告における
申告書作成会場は、以下のとおり開設する予定です。
　・申告書作成会場　　『相馬市振興ビル』　相馬市中村字塚ノ町65-16
　・開設期間等　　　　平成30年２月16日（金）〜３月15日（木）
　　　　　　　　　　　※土・日を除く平日９：00〜16：00

※申告書作成会場の開設期間前及び開設期間中、相馬税務署内では用紙の交付は行
いますが、申告書作成相談は行いませんので、開設期間中に申告書作成会場にお
越しください。

４. 「確定申告のお知らせ」の持参について
　昨年、各市町村の申告相談会場で確定申告書を提出された方につきましては、今年
より確定申告書等の用紙（確定申告書、収支内訳書等）が送付されないこととなりまし
た。
　今後は、確定申告書等の用紙に代えて、予定納税額等の申告に必要な情報が記載さ
れた「確定申告のお知らせ」が送付されます。各市町村の申告相談会場に来場する際は、
申告に必要な書類とともに「確定申告のお知らせ」をご持参されますようお願いいたし

ます。

問 相馬税務署　☎0244－36－3111

お知らせ お知らせ

平成29年度 仏浜行政区 総会開催のお知らせ
　仏浜行政区では、下記のとおり総会を開催いたします。多くの皆様のご出席をお待ちしており
ます。

【日　時】　平成30年３月24日（土）17：00〜
【場　所】　かんぽの宿いわき（いわき市平藤間字柴崎60）　　☎0246－39－2670
【議　事】　①平成29年度事業報告及び会計報告 　②役員改選について 　③その他
【出　欠】　出席の有無を、３月４日（日）までにご連絡ください。なお、総会終了後に懇親会を行い

ますので、出欠のご報告の際、
①総会、懇親会のみ　②総会、懇親会、宿泊（宿泊代は自己負担）のいずれかをご報告く
ださい（各戸への郵送通知は行いません）。

【連絡先】　区　長　　原田八十治　　☎090－1065－1724
　　　　　副区長　　渡辺　耕清　　☎090－6224－6416

平成29年度 小浜行政区 懇親会開催のお知らせ
　小浜行政区では、下記日程により懇親会を開催いたします。多くの皆様のご出席をお待ちして
おります。

【日　時】　平成30年３月25日（日）14：00〜
【場　所】　楢葉町サイクリングターミナル「展望の宿　天神」
　　　　　（楢葉町大字北田字上ノ原27－29）　　☎0240－25－3113

【参加費】　2,000円（宴会料理、飲み物代含む）
　　　　　※宴会費の一部を行政区から補助いたします。

【案　内】　２月中旬頃に各戸へ通知文書を郵送いたします。
【連絡先】　区　長　　松本　政喜　　☎090－5233－3497
　　　　　副区長　　瀧澤　博一　　☎090－7324－9712

相馬税務署からのお知らせ
平成29年度 本町行政区 通常総会開催のお知らせ

　本町行政区の通常総会を、下記のとおり開催いたします。多くの皆様のご出席をお願いいたし
ます。

【日　時】　平成30年３月３日（土）14：00〜
【場　所】　富岡ホテル（富岡町大字仏浜字釜田122－６）　　☎0240－21－1180
【議　事】　①平成29年度事業及び会計報告　
　　　　　②役員改選・新役員選出

【出　欠】　総会終了後、宿泊での親睦会を予定しております。出席及び宿泊希望の方は、２月20
　　　　　日（火）までにご連絡ください（各戸への郵送通知は行いません）。

【連絡先】　区　長　　猪狩　 眞　　  ☎080－1655－8997
　　　　　副区長　　渡辺　剛一　　☎090－5359－5812
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問い合わせ先
○富岡町役場・富岡町議会事務局
　〒979-1192　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1
　 ☎　0240-22-2111
　 ☎　0120-33-6466
　FAX 0240-22-0899
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8024　
　福島県いわき市平北白土字宮前８番地
　 ☎　0246-88-1987
　 ☎　0120-33-6466
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場郡山支所
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　 ☎　024-983-9021
　 ☎　0120-33-6466
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒979-1192　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1
　（富岡町文化交流センター・学びの森内）
　 ☎　0240-22-2626
　FAX 0240-22-5059

○町立とみおか診療所
　〒979-1111  
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央374番地
　 ☎　0240-22-6522 
　FAX 0240-22-6074
○富岡町社会福祉協議会
　〒979-1112　
　福島県双葉郡富岡町中央1丁目8-1
　 ☎　0240-22-5522  
　FAX 0240-22-4870
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334
○一般社団法人とみおかプラス
　〒979-1111　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央416
　 ☎／ FAX 0240-23-6919
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒979-1111　
　福島県双葉郡富岡町小浜481
　 ☎　0240-22-2690　
　FAX 0240-22-6778
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お知らせ お知らせ
油流出事故を防ぎましょう！

　冬本番を迎え、ご家庭や事業所で暖房器具を使用し、灯

油等を取り扱う機会が多くなります。

　万が一、灯油タンクからの移し替えや配管の破損などに

より河川へ油が流出した場合、火災の危険はもちろんのこ

と、下流の水道や農業用水、漁業などに重大な影響を及ぼ

すだけでなく、周辺住民の方々にも油の臭気などで多大な

迷惑をかけることになります。また、その処理の費用を原

因者に負担していただく場合もあります。

　日頃から油の流出事故を防ぐよう心がけ、特にホームタ

ンクをお持ちの方は次のことに注意してください。

①灯油を使う季節の前に確認

・転倒防止のために、ホームタンクを固定する。

・タンクや暖房器具、配管に亀裂や老朽化が無いか確認し、

異常を見つけたら早目に交換・修理を依頼する。

②灯油を使う場合

・給油中はその場を離れない。

・ホームタンクの残量を定期的に確認し、タンク内の油の

減り方が著しいときは油漏れがないか確認する。

・不要になった油は、適正に処分する。

③油流出事故が発生した場合、または発見した場合

・すぐに布や新聞紙等で回収する。油の汚染を広げてしま

うので、水では絶対に流さない。

・河川等に流入させてしまった場合や河川等に油が流れて

いるのを発見した場合は、速やかに市役所や町村役場、

消防署または県の地方振興局に通報する。

双葉地方水道企業団からのお知らせ
浄水場を見学してみませんか？

　双葉地方水道企業団では、『どのようにして安全な水道水が作られているか』を皆さんに直接ご覧いた
だき、水道水の安全・安心を再確認していただくことを目的に、浄水場の見学を随時受け付けています。
　ご家族やお友達同士、学校・企業など、どのようなグループでもお申し込みいただけます。
　まずは、お電話にてご相談ください。

見学のご相談・お申し込みは
双葉地方水道企業団　総務課 総務係（☎0240ー25ー5315）まで

　気温が氷点下になると、水道管が凍結して破損したり、水が出なくなったりすることが多くなります。次のよ
うな場所は水道管が凍結しやすいので、早めに凍結防止の準備をお願いします。

■凍結の予防策
◎保温材・布などで蛇口まで完全に包み、保温材などが濡れないようにその上からビニールテープなどを

巻いてください。
◎メーターボックスの中は、発泡スチロールや使い古しの毛布、布切れなどを濡れないようにビニール袋

に入れて保温してください。
◎ボイラーや温水器等は、元栓を閉め水抜きをして、凍結防止を心がけましょう。

　水道管や蛇口などの給水装置は、お客様の所有物です。凍結により破損した場合、修繕費用はお客様のご負
担となりますので、日ごろの適正な管理をお願いします。

水道管の凍結防止について

問 双葉地方水道企業団  〒979－0515 楢葉町大字上小塙字小山６－２　☎0240－25－5315㈹
　 【開庁時間】８時30分〜17時15分（平日）

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日

４. 測定方法　水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　以下のとおり

平成29年12月１日～12月26日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、12月26日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（http://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　（単位：Bq/kg）
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー 10

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成23年7月15日以降の検出報告がないことから、
規制の対象から除外されました。

小山浄水場内 モニタリング機器

-3-3
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とみおか保健だより
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第34回 「あなたの腎臓は健康ですか？」

「町立とみおか診療所」診療カレンダー

受付時間　　9：00～12：00　13：30～16：30
診療科目　　内科・外科・精神科　
電話番号　　☎0240－22－6522　　　　

※担当医が学会や出張などにより、休診または代診となる場合もございます。
ご了承ください。

※WBC…ホールボディカウンター（内部被ばく検査）
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　人工芝の緑が鮮やかな富岡高校に行ってきたっぴ。
　富岡高校は、平成18年に国際スポーツ科となって、スポーツ・健康福祉・
国際コミュニケーションの各分野で活躍できる人材育成に取り組んでいた
んだけど、原発事故の影響で今年４月から休校になってしまったんだっぴ。
　体育館の隣に掲げられている「復校・富高」のパネルは、休校前最後の
卒業生の手形で描かれたもので、再開を信じて学校を見守っているん
だっぴ。
　将来富高が復活したら、必ず生徒のみんなに会いにくるっぴ！

No.24

とみっぴー公式
フェイスブックの

記事を紹介するっぴ！

　お正月から嬉しいことがあったっぴ♪
　初めて年賀状もらったっぴ！年賀状をくれたのは名古屋に住んでいる
亮介君という男の子で、白河市の夢フェスタで会ったのを覚えててくれ
たんだっぴ。年賀状には「2018年も活躍を期待しています」って書いて
あったっぴ。
　とみっぴーは嬉しくて、すぐお返事を書いたっぴ。亮介君、ありがとっぴ。
またどこかで会えるのを楽しみにしてるっぴ〜！

年賀状をもらったっぴ!!１
5

復校・富高を待ってるっぴ！12
20
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とみおか
写真館Vol.22

とみおか写真館では、富岡町が復興していく様子や
町民の皆さんの思い出の場所などを毎月お伝えします。

1

 

問 企画課 広聴広報係

♦撮影日♦︎
12月21日
 １月12日

♦撮影場所♦︎
①田んぼで羽を休める

白鳥たち（上郡地区）

②東日本大震災でロウ
ソク岩が崩落した富
岡海岸

③富岡消防署新庁舎の
建設工事

④リフレ富岡

⑤全線開通へ向けた作業
が進むJR常磐線

　（夜ノ森駅周辺）

とみおか写真館では、
撮影場所のリクエストを

お待ちしているっぴ。
みんなの思い出の場所など、
見たいところがあったら、

係までメール
してっぴ！

tom0200-006@tomioka-town.jp
2

25

4

3

　震災前は毛萱地区の紅葉川河口に数百羽が訪れ冬の風物詩となっていましたが、津波被害の復旧工事が始まりその姿を見ること
はありませんでした。震災から間もなく７年。再び訪れた冬の使者は、人々の帰りを待ちわびながら古里の未来を見つめているか
のようです。

2000年1月撮影
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ぴっ すとぴっく すぴっ すとぴっく す

安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活
へ　

災
害
公
営
住
宅
が
全
戸
完
成

障
害
者
支
援
に
大
き
く
貢
献

　
　
　
　

友
愛
会
に
御
下
賜
金
を
伝
達

　

町
が
栄
町
地
区
に
整
備
を
進
め
て

き
た
富
岡
町
災
害
公
営
住
宅（
第
２

期
第
３
工
区
）の
竣
工
式
を
１
月
11

日
に
行
い
、
関
係
者
や
入
居
者
が
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

栄
町
団
地
は
４
階
建
て
の
集
合
型

で
、
２
Ｄ
Ｋ
31
戸
と
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
19
戸

の
あ
わ
せ
て
50
戸
。
住
戸
内
及
び
共

用
部
へ
の
手
す
り
の
設
置
や
全
戸
に

お
い
て
床
段
差
を
な
く
す
な
ど
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た

つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
備
蓄
ス
ペ
ー

ス
や
電
源
確
保
の
た
め
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
非
常
時
へ

も
備
え
ま
す
。

　

式
で
は
宮
本
町
長
が「
入
居
さ
れ

る
皆
さ
ま
の
新
た
な
生
活
が
心
安
ら

か
で
希
望
に
満
ち
た
も
の
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
」と
挨
拶
し
、

入
居
者
代
表
で
鍵
を
受
け
取
っ
た
佐

藤
勝
彦
さ
ん
は「
富
岡
で
生
活
す
る

こ
と
で
、
自
宅
の
管
理
や
通
勤
の
面

で
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
」と
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

町
内
３
か
所
目
と
な
る
災
害
公
営

住
宅
の
完
成
に
よ
り
、
計
画
し
て
い

た
154
戸
す
べ
て
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
は
、
富
岡
町
桜
ま
つ
り

２
０
１
８
の
実
行
委
員
会
を
設
置

し
、
昨
年
12
月
21
日
に
第
一
回
目
の

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
各
委
員
に
宮
本
町

長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
委
員

長
に
大
和
田
剛
さ
ん（
と
み
お
か
プ

ラ
ス
代
表
理
事
）、
副
委
員
長
に
平

山
勉
さ
ん（
双
葉
郡
未
来
会
議
代
表
）

を
選
出
。
大
和
田
委
員
長
が「
町
内

は
復
興
の
兆
し
が
あ
る
中
だ
が
、
帰

　

町
は
、
町
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に
伝

え
、
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
記
憶
、
教

訓
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
、
富
岡
町

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
整
備
に
向
け
た
識
者
検

討
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
部
会

で
は
、
高
橋
浩
一
副
町
長
か
ら
11
人
の

委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
会
長
に

阿
部
浩
一
さ
ん（
福
島
大
学
教
授
・
歴
史

学
）、
副
副
会
長
に
本
間
宏
さ
ん（
福
島

県
文
化
振
興
財
団
・
考
古
学
）を
選
出
。

阿
部
会
長
が「
専
門
的
な
分
野
・
立
場

還
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
桜
ま
つ

り
を
そ
の
呼
び
水
に
し
て
、
桜
を
町

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」と

挨
拶
し
た
あ
と
、
今
年
の
開
催
日
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

帰
還
困
難
区
域
を
除
き
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
昨
年
４
月
、「
富

岡
町
復
興
の
集
い
２
０
１
７
」と
銘

打
っ
た
桜
イ
ベ
ン
ト
が
富
岡
第
二
中

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
伝
統

の「
桜
ま
つ
り
」と
し
て
の
開
催
は
、

今
年
が
震
災
後
初
と
な
り
ま
す
。
日

程
な
ど
、
詳
細
は
こ
れ
ま
で
の
桜
の

開
花
時
期
な
ど
を
参
考
に
決
定
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
面
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

委
員
長
、
副
委
員
長
を
除
く
委
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
・
順
不
動
）。

横
須
賀
幸
一（
富
岡
町
商
工
会
）渡
辺

雄
一（
同
青
年
部
長
）三
瓶
幸
子（
同

女
性
部
長
、
新
町
行
政
区
長
）猪
狩

マ
サ
子（
富
岡
町
婦
人
会
）三
瓶
健
二

郎（
南
双
葉
青
年
会
議
所
直
前
理
事

長
）中
田
寛（
夜
の
森
駅
前
南
行
政
区

長
）吉
田
豊（
富
岡
町
役
場
企
画
課
）

飯
塚
裕
之（
富
岡
町
教
育
委
員
会
）

は
違
っ
て
も
、
共
通
す
る
思
い
は
ひ
と

つ
だ
と
思
う
。
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

建
設
的
な
ご
意
見
を
賜
り
た
い
」と
挨

拶
し
、
施
設
整
備
に
向
け
た
意
見
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
11
月
に
策
定
さ
れ
た「
富
岡
町
ア
ー

カ
イ
ブ
施
設
整
備
基
本
構
想
」を
軸
に
、

委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
言
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
平
成
32
年
度
の
完
成
を

目
指
し
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

会
長
、
副
会
長
を
除
く
検
討
部
会
の

メ
ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん
で
す（
順
不

同
・
敬
称
略
、
氏
名
・
所
属
・
分
野
）

高
橋
満（
福
島
県
立
博
物
館
・
震
災
遺

産
）大
山
孝
正（
福
島
県
文
化
振
興
財

団
・
民
俗
学
）菜
花
智（
い
わ
き
市
石
炭

化
石
館
・
自
然
科
学
）中
尾
真
梨
子（
福

島
県
文
化
振
興
財
団
・
保
存
科
学
）天

野
真
志（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
・
歴

史
学
、
保
存
科
学
）西
村
慎
太
郎（
国
文

学
研
究
資
料
館
・
歴
史
学
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
学
）白
井
哲
哉（
筑
波
大
学
・
歴
史

学
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
）猪
狩
英
伸（
富

岡
町
役
場
企
画
課
）門
馬
健（
富
岡
町
役

場
産
業
振
興
課
）

　

天
皇
誕
生
日
に
天
皇
陛
下

か
ら
御
下
賜
金（
ご
か
し
き

ん
）を
受
け
る
優
良
民
間
社

会
福
祉
事
業
施
設
・
団
体

に
、
社
会
福
祉
法
人
友
愛
会

（
林
久
美
子
理
事
長
）が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
支
援
施
設
や
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
友

愛
会
は
、
平
成
２
年
に
富
岡

町
内
で
設
立
。
原
発
事
故
に

よ
り
群
馬
県
へ
避
難
し
た
後

も
事
業
を
継
続
し
、
今
年
５

月
か
ら
は
広
野
町
で
事
業
を

再
開
し
、
障
害
者
支
援
や
地

域
貢
献
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
は
12
月
22
日
に
福

島
県
庁
で
行
わ
れ
、
内
堀
雅

雄
知
事
か
ら
林
理
事
長
に
御

下
賜
金
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

栄町団地の外観

自然採光が確保された明るい室内

桜祭りに向け活発な意見が出された第１回委員会

高橋副町長(右)から委員に委嘱状を交付

住宅の完成を祝いテープカットをする関係者

宮本町長に伝達を報告する林理事長（左）と
寺島利文光洋愛成園施設長（右）

「
心
の
花
」で
町
に
賑
わ
い
を

　
　

桜
ま
つ
り
２
０
１
８
実
行
委
員
会
を
開
催

町
の
歴
史
と
震
災
の
記
録
を
後
世
に

　
　

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
整
備
認
識
者
検
討
部
会
を
設
置
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まな森 TIME
富岡町文化交流センターかわら版

〇
図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

　

こ
の
度
、
日
本
書
籍
出
版
協
会
や
日
本
雑

誌
協
会
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
の
出
版
関
係
団

体
で
構
成
す
る「
大
震
災
出
版
対
策
本
部
」様

よ
り
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま

で
の
間
に
出
版
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
第
一
原
発
事
故
に
関
連
す
る
図
書
約

１
，４
０
０
冊
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
絵
本
」「
写
真
集
」「
地
震
・
津
波
」「
原
子

力
発
電
」な
ど
10
の
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
て

お
り
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
復
興
へ
向
か
う
地
域
の
貴
重
な
資
料
と

し
て
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

彡
☆
ま
な
森
コ
ラ
ム
☆
彡

　

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

今
頃
が
一
番
寒
く
体
に
堪
え
る
時
期
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
学
び
の
森
）

も
昨
年
４
月
に
約
６
年
ぶ
り
の
再
開
と
な

り
、
新
た
な
出
発
と
な
る
一
年
で
し
た
。

　

各
施
設
の
貸
館
や
大
ホ
ー
ル
で
の
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
の
風
刺
コ
ン
ト
、

伍
代
夏
子
・
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
の
自
主
事
業
の
開
催
、
ま
た
、

小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
県
立
美
術
館
の
所

蔵
美
術
品
を
身
近
に
鑑
賞
で
き
る「
移
動

美
術
館
展
」、
視
聴
覚
室
で
は「
学
び
の
森

de
映
画
会
」、
町
民
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

図
り
、
絆
を
深
め
る
場
、
親
し
ま
れ
る
場

と
し
て
様
々
な
形
で
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
４
月

の
図
書
館
再
開

な
ど
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
職
員
一

同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問 

富
岡
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
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寄贈本の一部

図書カード見本

移動美術館展の様子

さくら SPORTS INFORM TIONさくら SPORTS INFORM　TION
特定非営利活動法人（NPO法人） 富岡町さくらスポーツクラブ

町
民
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催

　

震
災
後
初
の
町
内
開
催
と
な
っ
た
町
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
、昨
年
12
月
10
日
、

町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
30

人
が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
で

プ
レ
ー
が
出
来
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）

▽
１
部　

①
久
重
路 

裕
太
・
坂
本 

将
諒 

組

②
加
藤 

浩
亨
・
泉
澤 

延
匡 

組

③
芳
賀 

満
稔
・
猪
狩 

裕
人 

組

▽
２
部　

①
木
戸 

江
海
・
中
田    

寛 

組

②
森 

陽
三
・
齋
藤 

眞
一 

組

③
竹
田 

歩
夢
・
加
藤 

舞
美 

組

▽
３
部　

①
佐
藤 

勝
夫
・
渡
辺 

満
智
子 

組

②
萩
原 

光
男
・
田
中 

久
美
子 

組

③
根
本 

浩
次
・
小
林　
　

匡 

組

〇
図
書
利
用
カ
ー
ド
手
続
き
の
お
願
い

　

富
岡
町
図
書
館
は
4
月
の
再
開
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
使
い
の
利
用
カ
ー
ド

は
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
富
岡
町
図
書

館
で
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
手
続
き
開
始
日　

３
月
15
日（
木
）〜

　

・
時　

間　

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

　

個
人
利
用
と
同

様
に
登
録
す
れ
ば

ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
町
内
、
又
は
双
葉
郡
に
住
所
が
あ
る
方

　
「
利
用
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」に
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
を
記
入
願
い
ま
す
。
住
所
等
を
証
明
確

認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
例
：
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、保
険
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
）。

②
町
内
に
通
勤
、
通
学
の
方（
予
定
含
む
）

　

町
内
へ
通
勤
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じ
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が
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す
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自家消費野菜等放射能測定結果
◇食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
　 ・飲料水　10ベクレル/kg　　・一般食品　100ベクレル/kg　　・牛乳、乳幼児食品　50ベクレル/kg

月 № 採取地 検　体
測定結果（ベクレル／㎏） 基準値

超　過 月 № 採取地 検　体
測定結果（ベクレル／㎏） 基準値

超　過セシウム 134 セシウム 137 セシウム 134 セシウム 137
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1 真 壁 ポポ N.D 10.05 71 赤 木 ニンジン N.D N.D
2 市 の 沢 カキ N.D 32.57 
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72 赤 木 ハクサイ N.D N.D
3 大木戸川原 イチジク N.D N.D 73 赤 木 シュンギク N.D N.D
4 大木戸川原 ユズ N.D 46.89 74 赤 木 オータムポエム N.D N.D
5 大木戸川原 ミョウガ 33.17 276.33 NG 75 赤 木 カキ（トヤマ） N.D 6.41 
6 上 本 町 井戸水 N.D N.D 76 赤 木 カキ（アマカキ） N.D N.D
7 清 水 井戸水 N.D N.D 77 王 塚 カキ N.D N.D
8 清 水 シソノミ N.D N.D 78 王 塚 カキ N.D 12.71 
9 上 千 里 ユズ N.D 83.40 79 王 塚 カキ N.D N.D

10 上 千 里 カキ（オオアキ） N.D N.D 80 真 壁 カキ N.D N.D
11 西 ノ 上 カボチャ N.D N.D 81 下 千 里 ダイコン N.D N.D
12 清 水 ヤマイモ N.D 22.49 82 下 千 里 コカブ N.D N.D
13 清 水 ヤマイモ N.D 17.66 83 下 千 里 キャベツ N.D N.D
14 高 津 戸 ユズ N.D 78.77 84 下 千 里 サニーレタス N.D N.D
15 下 千 里 カキ N.D 50.07 85 清 水 カキ N.D 12.10 
16 下 千 里 ホウレンソウ N.D 13.39 86 清 水 ホシガキ N.D 5.40 
17 原 下 コメ N.D N.D 87 大 膳 町 サトイモ N.D N.D
18 原 下 コメ N.D N.D 88 清 水 ユズ N.D 50.63 
19 原 下 コメ N.D N.D 89 清 水 ユズ（カワ） N.D 74.49 
20 原 下 コメ N.D N.D 90 小 浜 キウイフルーツ 17.59 146.03 NG
21 原 下 コメ N.D N.D 91 小 浜 ユズ 17.60 142.68 NG
22 本 町 カキ N.D 24.88 92 王 塚 ダイコン N.D N.D
23 清 水 サトイモ N.D N.D 93 王 塚 ハクサイ N.D N.D
24 清 水 前 コメ N.D N.D 94 王 塚 ダイコンノハ N.D 12.25 
25 清 水 前 コメヌカ N.D 49.43 95 王 塚 モチ N.D 9.89 
26 王 塚 カキ N.D 18.52 96 小 浜 ユズ（カワ） 26.48 273.09 NG
27 大 膳 町 カキ N.D 30.56 97 高 津 戸 カキ 6.77 46.73 
28 大 膳 町 カボス N.D 46.42 98 高 津 戸 カキ N.D 8.18 
29 桜 カキ N.D 8.97 99 高 津 戸 カキ N.D 12.62 
30 清 水 井戸水 N.D N.D 100 小 浜 カリン N.D N.D
31 王 塚 カキ N.D 42.23 101 小 浜 キウイフルーツ N.D 16.88 
32 王 塚 ユズ 11.70 114.04 NG 102 小 浜 ブロッコリー N.D N.D
33 王 塚 キウイフルーツ N.D 47.28 103 小 浜 サトイモ N.D N.D
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34 大 膳 町 カキ N.D 26.92 104 小 浜 ダイコン N.D N.D
35 清 水 タマネギ N.D N.D 105 王 塚 カキ N.D 51.70 
36 清 水 ブロッコリー N.D N.D 106 王 塚 ユズ N.D 40.96 
37 清 水 ハクサイ N.D N.D 107 清 水 ホシガキ N.D 59.21 
38 清 水 カブ N.D N.D 108 中 央 井戸水 N.D N.D
39 清 水 ホウレンソウ N.D N.D 109 赤 木 山水 N.D N.D
40 清 水 前 ミニトマト N.D 8.11 110 赤 木 井戸水 N.D N.D
41 王 塚 カキ（トヤマ） N.D N.D
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111 赤 木 ユズ 11.73 52.70 
42 王 塚 カキ（アマカキ） N.D 11.21 112 赤 木 ユズ N.D 13.86 
43 王 塚 カキ（クロガキ） 9.25 75.99 113 真 壁 キウイフルーツ 10.03 103.81 NG
44 中 央 井戸水 N.D N.D 114 王 塚 ユズ N.D 51.52 
45 清 水 前 カキ N.D 16.67 115 王 塚 ユズ 6.76 74.04 
46 清 水 前 ユズ N.D 29.62 116 岩 井 戸 ユズ N.D 41.39 
47 清 水 前 カリン N.D 13.33 117 岩 井 戸 ユズ（カワ） 15.04 127.91 NG
48 西 原 井戸水 N.D N.D 118 岩 井 戸 ユズ（タネ） N.D 107.15 NG
49 上 千 里 ユズ N.D 23.70 119 中 央 キウイフルーツ 10.68 55.78 
50 本 町 西 カキ N.D 22.41 120 大 膳 町 ミカン N.D 11.82 
51 清 水 前 ザクロ N.D 45.32 121 清 水 ホシガキ N.D 48.92 
52 小 浜 サケ-身 N.D N.D 122 清 水 カキ N.D 10.22 
53 小 浜 サケ-白子 N.D N.D 123 清 水 キウイフルーツ N.D 11.55 
54 小 浜 サケ-内臓 N.D N.D 124 王 塚 ホシガキ 10.75 96.83 NG
55 中 央 キウイフルーツ N.D 35.94 125 清 水 イモガラ N.D 23.44 
56 岩 井 戸 ユズ N.D 15.59 126 王 塚 ユズ N.D 53.82 
57 真 壁 トヤマカキ N.D 6.68 127 王 塚 ミカン N.D 21.16 
58 清 水 カキ N.D N.D 128 上 千 里 井戸水 N.D N.D
59 清 水 カキ N.D N.D 129 夜の森南 カキ N.D N.D
60 王 塚 ユズ 7.11 58.23 130 岩 井 戸 ユズ N.D 72.24 
61 清 水 ハクサイ N.D N.D 131 岩 井 戸 カキ 12.64 82.86 NG
62 清 水 サツマイモ N.D N.D 132 王 塚 ホシガキ N.D 11.50 
63 清 水 ダイコン N.D N.D 133 上 郡 ホシガキ 9.14 93.81 NG
64 清 水 キク N.D N.D 134 王 塚 ユズ 26.22 253.36 NG
65 清 水 シュンギク N.D N.D 135 小 浜 アイナメ（腹わた） N.D N.D
66 清 水 カキ N.D N.D 136 小 浜 アイナメ（白子・卵巣） N.D N.D
67 清 水 ユズ N.D 52.03 137 小 浜 ホヤ N.D 8.11 
68 赤 木 ダイコン（シロ） N.D N.D 138 本 町 ユズ 24.60 200.00 NG
69 赤 木 ダイコン（アカ） N.D N.D

N.D：検出限界値未満

測 定 月　平成29年10月～12月

【測定機器】　ゲルマニウム半導体検出器※N.Dは一定の条件で測定機器が検出できる最小値未満であることを示しています。
※N.Gはセシウム134と137の合計が100ベクレル/kgを超過したものです。

放射線・放射能コラム放射線・放射能コラム
なるほど！ 広報とみおか出張版

長崎大学原爆後障害医療研究所国際保健医療福祉学研究分野　高村　昇 教授

復興推進課 放射線健康管理係

食品中の放射性セシウムの基準値は、どのように定められたのですか？

食品から受ける放射線の量が年間１mSvを超えないように定められています。

　福島第一原子力発電所事故から1年が経過した平成24年4月以降、放射性セシウムの基準値は、食品か
ら受ける放射線の量が年間1ミリシーベルト〔mSv〕を超えないようにとの考えのもと、以下のように設定さ
れました。
　年間1mSvは、コーデックス委員会（国際的な食品の規格・基準を定めている世界保健機構〔WHO〕と国
連食糧農業機関〔FAO〕の合同機関）が食品の特段の措置をとる必要がないと考えられているレベルとして採
用しています。また、国際放射線防護委員会（ICRP）が、これ以上放射線防護対策を講じても有意な線量の
低減は達成できないとしている値でもあります。

　この放射性セシウムの基準値は、年齢、性別、妊婦など10の区分に分け、各区分における放射性物質の
摂取の限度値（食品の50％が放射性物質を含んでいると仮定して、毎日摂取し続けても、受ける年間の放射
線量が約1mSv以下となる値）の中で最も小さい値をもとに設定されました。
　さらに、1歳未満の乳児が食べることを目的に販売される「乳児用食品」と子どもの摂取量が多い「牛乳」に
ついては、流通品のほとんどが国産であるという実態からも、全てが基準値上限の放射性物質を含んでいる
と仮定しても影響がでないよう配慮し、「一般食品」の基準の半分（２倍厳しい）の50Bq/kgが基準値となっ
ています。
※日本の食糧自給の状況などを考慮し、流通する食品の50％（国産品の全て）が放射性物質を含む場合を仮

定しています。

放射性セシウムの基準値

食品群 一般食品 乳児用食品 牛乳 飲料水

基準値（Bq/Kg） 100 50 50 10

町内で車座講話会を開催しました
　町内生活における放射線や日々の疑問を話し合う
車座講話会を開催しました。
　この会は、放射線と私たちの健康との関わりを学
び、帰ってきた町民の交流を行うことを目的に開催
しているものです。今回は町内にお住まいの5名の
方が参加され、長崎大学の折田真紀子先生から食の
安全性と放射線について講義をいただいたあと、町
内や周辺で採れた米や野菜を使ってカレーライスを
作り、和やかな雰囲気の中で昼食を楽しみました。

　車座講話会は今後も開催していく予定ですので、興味のある方は復興推進課放射線健康管理
係までお問い合わせください。　☎0240－22－2111

Q
A
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No. 測定場所

H30.1.4･5 H29.7.3･5･6
除
染天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 成沢の滝入口 0.30 0.24 0.36 0.27 済

38 沼名子橋 0.56 0.38 0.61 0.41 済

39 上本町消防屯所 0.50 0.44 0.53 0.50 済

40 上本町集会所 0.24 0.25 0.27 0.23 済

41 リベラルヒルズ入口 0.50 0.48 0.52 0.53 済

42 本町赤木橋 0.34 0.45 0.34 0.47 済

43 宝泉寺前 0.68 0.86 0.69 0.87 済

44 王塚第一なかよし広場 0.54 0.54 0.54 0.53 済

45 三春街道路線橋（三橋） 0.23 0.22 0.23 0.25 済

46 夜の森幼稚園 0.27 0.25 0.30 0.26 済

47 富岡第二小学校校庭 0.17 0.18 0.19 0.19 済

48 富岡第二小学校玄関前 0.18 0.16 0.18 0.18 済

49 夜の森児童館 0.37 0.57 0.39 0.57 済

50 総合運動場東側駐車場 0.55 0.53 0.61 0.53 済

51 王塚消防屯所 0.30 0.28 0.31 0.33 済

52 王塚集会所 0.55 0.39 0.63 0.44 済

53 役場 0.37 0.33 0.37 0.33 済

54 学びの森 0.31 0.27 0.32 0.29 済

55 満開橋 0.48 0.37 0.51 0.39 済

56 今村病院前 0.61 0.81 0.55 0.86 済

57 富岡河川公園 1.14 0.73 1.11 0.77 済

58 富岡郵便局 0.17 0.17 0.17 0.17 済

59 大東銀行富岡支店前 0.33 0.41 0.32 0.38 済

60 中央児童館 0.26 0.36 0.28 0.36 済

61 本町集会所 0.32 0.36 0.33 0.34 済

62 本町消防屯所 0.25 0.26 0.27 0.27 済

63 本町なかよし広場 0.24 0.21 0.28 0.22 済

64 諏訪神社前 0.51 0.55 0.49 0.59 済

65 岩井戸鉱泉 0.32 0.28 0.31 0.30 済

66 岩井戸消防屯所 0.20 0.20 0.24 0.23 済

67 猪狩電気通信工業前 0.38 0.41 0.46 0.49 済

68 岩井戸農村広場 0.20 0.18 0.22 0.19 済

69 清水団地前 0.23 0.21 0.22 0.21 済

70 清水集会所 0.20 0.22 0.23 0.25 済

71 清水消防屯所 0.31 0.43 0.33 0.44 済

72 龍台寺前 0.28 0.27 0.32 0.29 済

No. 測定場所

H30.1.4･5 H29.7.3･5･6
除
染天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 麓山神社 0.24 0.23 0.34 0.29 済

２ 杉内消防屯所 0.23 0.23 0.26 0.23 済

３ 杉内集会所 0.28 0.30 0.30 0.33 済

４ 第二工業団地入口 0.66 0.46 0.63 0.47 済

５ 富岡インター駐車場 0.37 0.40 0.41 0.42 済

６ 上千里消防屯所 0.19 0.20 0.18 0.18 済

７ 上手岡多目的集会所入口 0.22 0.18 0.21 0.19 済

８ 舘山荘前 0.61 0.61 0.64 0.64 済

９ 高津戸集会所 0.21 0.18 0.22 0.18 済

10 下千里消防屯所 0.44 0.48 0.48 0.51 済

11 下千里集会所 0.26 0.28 0.30 0.30 済

12 東洋育成園前 0.50 0.78 0.73 1.28 済

13 東風荘 0.30 0.25 0.31 0.26 済

14 富岡養護学校 0.45 0.60 0.50 0.69 済

15 大菅集会所 0.35 0.40 0.39 0.42 済

16 蛇谷須宅地開発公園 0.41 0.62 0.42 0.63 済

17 大菅消防屯所 0.58 0.71 0.60 0.74 済

18 蛇谷須浄化センター 0.56 0.56 0.63 0.61 済

19 夜の森駅前北集会所 1.98 1.10 2.06 1.22 
20 富岡自動車学校前 2.52 3.36 2.50 3.53 
21 躑躅橋（一橋） 0.69 1.09 0.76 1.18 
22 夜の森駅 1.35 0.96 1.36 0.94 
23 リフレ富岡 0.95 0.74 0.97 0.81 
24 夜の森保育所 0.38 0.33 3.73 4.82 済

25 夜の森公園 0.52 0.66 0.76 0.80 済

26 夜の森駅前南集会所 0.41 0.75 1.22 1.96 済

27 老人福祉センター 1.13 1.47 3.04 2.46 済

28 第二躑躅橋（二橋） 0.35 0.38 0.39 0.41 済

29 新町集会所 0.18 0.16 0.22 0.19 済

30 新町消防屯所 0.34 0.66 0.38 0.71 済

31 富岡第二中学校校庭 0.13 0.13 - - 済

32 富岡第二中学校玄関前 0.55 0.75 0.62 0.83 済

33 富岡第二中学校東側歩道 0.33 0.33 0.35 0.36 済

34 赤木消防屯所 0.20 0.21 0.19 0.21 済

35 赤木集会所 0.14 0.15 0.14 0.14 済

36 富岡工業団地 0.23 0.33 0.22 0.31 済

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

※平成29年４月より測定点の見直しを実施し、施設入口前や歩道等、人が立ち寄る地点で測定しています。

No. 測定場所

H30.1.4･5 H29.7.3･5･6
除
染天気：晴れ 天気：晴れ

地上1ｍ 地上1㎝ 地上1ｍ 地上1㎝

73 私立富岡幼稚園 0.14 0.13 0.15 0.14 済

74 上郡山多目的集会所 0.15 0.14 0.15 0.16 済

75 上郡消防屯所 0.33 0.35 0.33 0.47 済

76 国道６号第二原発入口前 0.26 0.23 0.25 0.22 済

77 太田消防屯所 0.12 0.11 0.15 0.12 済

78 太田集会所 0.21 0.20 0.21 0.20 済

79 猪狩スタンド前 0.32 0.29 0.34 0.29 済

80 下郡山集会所 0.20 0.18 0.19 0.19 済

81 下郡山運動場 0.14 0.13 0.15 0.14 済

82 なべや駐車場前 0.29 0.27 0.28 0.27 済

83 原下消防屯所 0.15 0.15 0.14 0.16 済

84 浄化センター 0.11 0.09 0.12 0.10 済

85 富岡漁港 0.10 0.11 0.10 0.11 済

86 富岡駅 0.10 0.12 0.11 0.10 済

87 富岡駅前なかよし広場 0.15 0.15 0.14 0.15 済

88 サンライズイン富岡前 0.27 0.25 0.25 0.27 済

89 大膳原児童公園 0.15 0.13 0.16 0.16 済

90 西原消防屯所 0.21 0.22 0.23 0.25 済

91 福島富岡簡易裁判所前 0.31 0.40 0.37 0.43 済

92 富岡保育所 0.31 0.27 0.31 0.25 済

93 西原集会所 0.17 0.18 0.19 0.20 済

94 西原なかよし広場 0.20 0.21 0.25 0.22 済

95 県立富岡高等学校 0.21 0.20 0.22 0.21 済

96 富岡中央会館 0.44 0.55 0.50 0.57 済

97 福島銀行富岡支店前（旧店舗） 0.65 1.07 0.65 1.12 済

98 総合福祉センター 0.24 0.22 0.24 0.21 済

99 岡内中央児童公園グラウンド 0.10 0.10 0.11 0.11 済

100 岡内中央児童公園入口付近 0.18 0.20 0.19 0.19 済

101 中央消防屯所 0.24 0.35 0.24 0.36 済

102 富岡町交流サロン 0.15 0.19 0.16 0.20 済

103 双葉警察署 0.26 0.47 0.28 0.48 済

104 岡内東児童公園 0.14 0.13 0.15 0.14 済

105 さくらモールとみおか前 0.67 1.13 0.67 1.14 済

106 富岡町立とみおか診療所 0.17 0.15 0.19 0.16 済

107 富岡幼稚園校庭 0.13 0.13 0.13 0.12 済

No. 測定場所

H30.1.4･5 H29.7.3･5･6
除
染天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

108 富岡幼稚園駐車場 0.15 0.16 0.17 0.17 済

109 富岡第一小学校校庭 0.13 0.12 0.13 0.12 済

110 富岡第一小学校駐車場 0.20 0.18 0.20 0.21 済

111 富岡第一中学校校庭 0.11 0.11 0.11 0.10 済

112 富岡第一中学校駐車場 0.33 0.42 0.39 0.47 済

113 曲田第一団地集会所 0.09 0.09 0.09 0.09 済

114 福島銀行富岡支店前（新店舗） 0.39 0.50 0.42 0.55 済

115 ローソン富岡小浜店前 0.42 0.25 0.44 0.27 済

116 富岡合同庁舎西側 0.28 0.27 0.32 0.29 済

117 小浜住宅団地内公園前 0.55 0.71 0.57 0.75 済

118 総合体育館 0.22 0.23 0.22 0.23 済

119 スポーツ交流館 0.28 0.20 0.31 0.25 済

120 武道館 0.23 0.27 0.53 0.86 済

121 富岡野球場 0.32 0.32 0.33 0.34 済

122 グリーンフィールド 0.26 0.20 0.32 0.25 済

123 観陽亭前 0.18 0.16 0.19 0.15 済

124 双葉環境センター 0.38 0.32 0.38 0.34 済

125 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 0.70 0.99 0.65 1.03 済

126 深谷消防屯所 2.09 1.42 2.11 1.47 
127 深谷集会所 1.44 0.96 1.56 1.04 
128 汚泥再生処理センター 0.45 1.15 0.48 1.12 済

129 小良ヶ浜集会所 2.26 1.93 2.35 1.95 
130 小良ヶ浜浄化センター 0.42 0.38 0.47 0.45 済

131 赤坂神社前 2.23 1.91 2.26 2.07 
132 小良ヶ浜第二なかよし広場 2.39 1.75 2.53 1.85 
133 町境（小良ヶ浜地区） 1.02 1.26 1.03 1.35 
134 太平洋ブリーディング前 3.09 3.59 3.29 3.79 
135 松の前待避所 1.37 1.26 1.45 1.40 
136 富岡公園 0.09 0.09 0.10 0.10 済

137 新夜ノ森集会所 1.02 0.60 1.02 0.70 
138 華の樹前 1.98 1.87 2.13 2.01 
139 新田第三なかよし広場 2.62 3.55 2.74 3.72 
140 夜の森つつみ公園 1.41 1.59 1.54 1.74 
141 双葉畜産農業協同組合 1.51 1.37 1.69 1.58 
142 みよし前交差点 2.42 2.63 2.42 2.76 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

測定結果の詳細については、
QRコードからアクセスして、
「とみおか放射線情報まとめサイト」を
ご覧ください。
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         My Photo Letter

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

震災後初めて町内で行われた成人式。古里・富
岡に集い、旧友との再会とお互いの成長を喜び
合いました。
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今月の表紙「晴れやかに踏み出す大人への一歩」

Ｊリーガーとサッカーで交流
　12月26日に総合スポーツセンターの多目的広
場で「小・中学生親善サッカー交流大会」が行わ
れました。大会には復興支援として、東北出身
のサッカー選手で作る「東北人魂を持つＪ選手の
会」から鹿島アントラーズの小笠原選手ら７名が
参加し、サッカー教室やミニゲームで福島県内
の小・中学生約130名と交流しました。グラウ
ンドには憧れの選手とのプレーに子どもたちの
笑顔と元気な声が響き渡りました。

広報とみおかでは、「My Photo Letter」に掲載させていただく
写真を募集しています

◇応募要件
・富岡町民で、氏名及び震災前にお住まいの

行政区名を掲載させていただける方。
・テーマは風景や祭事、同級会や行政区の交

流会でのスナップなど自由です。
・データの場合はメールに添付できるサイズ、

プリント写真は専用の用紙に印刷されたも
ので、大きさは2L版以上。

・写真のタイトルと説明文（150〜200文字
程度）を添付してください。

・応募された写真はご返却できません。

・現在お住まいのご住所、氏名、震災前の行
政区名、電話番号をご記入の上、データの
場合は下記アドレスへメールで、郵送の場
合は封書で下記までお送りください。

　【メールアドレス】
tom0200-006@tomioka-town.jp

　【住　所】
　 〒979－1192
　  福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622－1
　  富岡町役場 企画課 広聴広報係




